
クロームブック端末を安全に持ち運ぶために 

 

 クロームブック端末（以下、端末）の家庭持ち帰り（試行）を１０月に実施します。 

 自宅の wi-fi に接続するテストや、クラスルームのアンケートなどに回答する練習や Meet を使った「帰りの

会」の参加などをお願いすることになります。 

 これに当たり、登下校時に端末が壊れることなく安全に持ち運ぶことができるように、以下の 2点を指導しま

した。ご家庭でも、ご確認いただき、必要な準備をお願いします。 

 

①基本的に「ランドセルの中」に入れる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※落としたり、置き忘れてしまったりする可能性があるため、端末は手さげバッグには入れません。 

 

※ランドセルに入れる場合でも、クッションケースにいれると、より安全に持ち運びが可能です。 

 

※持ち帰った際は、学校ですぐに使えるように、充電をしておきます。また、端末を忘れないようにします。 

 

➁重くなりすぎないようにする工夫 
 

 

 

 

 

 

 

※今後、日常的に端末を持ち帰る可能性があります。ドリルアプリを活用したり、自主的に持ち帰って学びに活

用したりするためです。 

 

※持ち帰りの頻度や日常的な持ち帰りの開始については、学年によって変わります。 

 今後、各学年のおたよりでお知らせしていきますので、ご確認ください。 

 端末を安全に持ち運ぶため、ランドセルの中に入れるように指導します。現在ランドセルの中に水筒を

入れている場合は、ランドセルから水筒を出して持ち運ぶことになります。持ち歩くためのひもが付いた

水筒を用意していただくか、手提げバッグなどに水筒を入れていただきます。 

 なお、ランドセルではなく、リュックサックなどを使用している場合は、クッションケース（１００円

ショップでも購入可）を使って、破損しないようにすることをおすすめします。 
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 学年の発達段階に合わせて、子どもたちにとって過度に重くなりすぎないように、端末を持ち帰る日に

は、いつもより多く学習用具を置いて下校します。 

 また、3年生以上は教科数が多いため、ランドセルに入れていた教科書やノート、筆箱などの学習用具

の一部を手さげバッグに入れることで、ランドセルの中に端末が入るようにする場合があります。 


